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1=_趣旨

・奈ltで J:人に
'卜

業活lllを 始めて 1(〕 11/Ji経 過 しlL′ .こ の‖l JI来 分野では個人化をベースと tン なが

ら 運1:分野で:た地区潜1合 itを 基本部l織 と t“ た運|:及 び活動のイLttlみ とlて定祐さ11る ことで、 1り

多くσ)和 l合 1lυ ,要望lir応′ろべく
‐
1‐ 1‐ めてき■ 1´ た ,

・ :か lノめ「ヽ)、 共働き層υ)増加や在宅 I:葛 lへの各椰υ):|:会 活lltJlの 11荷の増珈lな どに たり、41活 クラ

ブがおざづ
「
瀬lttit li体の‖〔営 |の スタイル継統が 1年 1年 よ kり 厳 tく な つ́′i10年でく)ル )り klた

。
:‐ ″).1う な経過か「′、組合1l lil● )1111lυ )指rJと {1:組 みは夕丈1´ う )́、  1 41ltr,11′

‐‖キ‖lべ '機

""で

は

ありにす/Ji、 エ リアσ)組 合it1/pFl liメ ンバーに ltろ 活llJlと それ′ヽの「li:参加のイLttl.7/・ lく りをllじ Vl

.Lり
‐

,

。41活 クラブit、 今卜1の「l iittplll型 ,11動 をとお して多くの瀬t介 11が IIll城″)組 合it″ )席,いべ'嬌 スに触オl

る■.|で 、個人化r/1サ す
‐
|゛ 社会に対 t´

∫劇tttitに ,I、 ろ主体的IIキ |イ 1人 '「 liす るli協■‐目指 L.プ
‐い

'

‖しヽこの制,彙 をはじy)1・
)

2 11rlll1 7三 11

・′
:モ :11ク i′ ブf卜 7舌動llHlイ:か r)た だ 10年、 1だ 1だ仲Flが ,だ、・Jll Cl,地 IIt‐こ:13つ ||の 41協 と l´ て″漱 l

気l:11チ〉1:ら力t‐(:1い ILtな ん.′

・ ぐJ″ )〔 、 1・

''41:■

クラブυ)1■ ,■ ,ミ rlテ ィ活lllll lで は、1也域″),卜 ‖lJ:生′,1ク =′ ブ″
'素

‖古「,1´ さや大り,

さを確認 t´ 、そ して ■だ組合itに な′,(い /1・ いlL城″)人 々

`、

,そ の」■を力I「,llる ′11動 を基本と t´ ,た
‐
り̀

・具体的
`fl141活

クラプの 110′ )tilink and:lcti ll,1り さヽれ′1'ri‖ に:11す るllrl lJIル
_`Cあ オ1!て 、イ

の11:L白 山に設iで きるものと t´ IF_Jl,

・ 11′1特 ,ifの 宗教や政Fl l体、lt Fllを 目的と,‐ る卜

“

体 |、1臓1‖:Jる 内容l ti認め
',ォ

ttせん,、

]=J曲
・中品「子に:記機されたlrljJlttlllliに そつて自 lilllF,tt´ たす

。,1lflJltt r後 、く〕tく l,11り 責末に

'11動

報告出をエリ′
´
に‖出 t′ ます ,

・ :ilリ アが取劇tお諸課澪1に 関iに し、エリ
‐
′
′
内の =ベ ュニツ ィに力|し (活動への協ノリ・ )に携について||

談することがあり 1り ,

・コiリ フの́活動とのよ携にあノ■つて:L、 41活 クラブυ)活動・ lf業 をともにす 1‐ める活4Jjを |:体的lr展

:丼 ll‐ろ」と力1で きるも″)と t´ よ
‐
り
‐
…

・ つのエリア
‐
(活動す /● 原資は年度ごとの F算を|キ つて決め に■

‐
よって、1l16Jlす る●・:'ィ の数に

ついて「 L`11度 r案の11約から 定数以内 li t´ 、イれ以 liの応年についてはお lJrり する11」 :が あり'ヒ 1‐.

4 活動′)展開

・ 11,ti11位 のtirl動 と1´ 、11に 21●1以 1:の活動を

`rう

■とを基本とし上ナ

。11度 を越えて活動を経続する場合は、年度末までにlll lt中 請をfiう 1,の とし|に す,

・年度除中の中ご1については、原則とし'そ 次年度以降の活動計lrliと して対応 tにす.

5. て翔景メンバ‐‐と参加メンバニ

・〈卜録メンバーは 3名 以 11で構成 し、かつ過半数以 liは組合ttであることとしt‐ ll、

・イヽ人:L組 合tム である[1と としま・1‐

・参加1メ ンパーit受け付で連絡先をlrl認十ることで参加要件を満た t´ たモ)σ )と tン まり1,

壼itt]L

・活動イヤとt´ てllrl動 開始‖|に 10,(XX)|'1(会 場1セ ′)支援費を含む)を 之給 t´ にす.こ の支給金について

のll ttυ )illl約はル)り ま14ス /が、活lllll終 了時1)し くILll度 末1、lJl出 1‐ るヤ11l JIに使用のりl細 を,11載 りる

必要がル)り 1-',

・活l」lll irっ もヽ Cl il"1城
′りくり着tt ftが 発

`,1る
 1仮称)菱 ti会 1こ ゆ―‐‐l l σtttlilを ,lilrllで きるもび)と

lにす , に′l、 必要に 1:り 独 FIの ,入 爆を梵7,1る場合は日llllll用 紙を準備 1て理・卜会に中品するものと

1´ L.I                                   、

・活動中の′1(肛 σ)'卜故に
'1す

る保障
=l´

(、 ‖生協々窓‖とするl ll体行 1保険に加入し保険料を41協

でflitす る1)の と t′ ます :,FflJl内容か r,み ‐
(口 1体

`1・

I'f栞陰をイくたとする場合は
'|1詰

時にその 11中 ヒ́出

ろ t,の セ l´ 1｀1,

1=_」L壼上ノ基超

・ ilリ ア にりI● ガイドtll中 請 11を 1収 り'`r● 、必要 Jl'ず tを 記人 tJ‐ リアの窓日担 11に 提111し 1すⅢ

・ , リツ″́)1111者 たり,|(絡 力`ル)り  1'‐ υ,ぐ、 λl動 lr 111う る「1き
'1文

りヽ 'オ |1談 に対力it t´ (!ヾ さい..

・1:計″)1l Fド |「 つい (決 ,1,を 行う機関はじ・ リア委tt会 とし
'ミ

す。ただ t´ 、初年度の 201611度 l、1つい (

ri′人,tl幾間を lj゛ 1城 う́くり委iヽ 会 | と読みオヤ火_〔 さろ (〕
″)と し 1・

'Ⅲ

3.  そのllL

・午′L内での同 の′:1:llllテ ーマ、い| メンバー‐に 1る 中:詢 l■ でき Lせん .

・代表:L複数の 1ミ !‐

'rt/1代
表を兼オ.ヽ るご1、|は Cき 11キんぃ

。4i,舌 クラプのjlll.卜 、監嗜:、 コリア″)■ :ギ十を1ヽ 、職 ,11'コ ミ・
j■ テ ィの代表とはなれ

':せ

ん.,

・‖J′ 虻′)趣 ilか r)、 k給さオ1/● 企;1が 実すt的 {、1み て特オの和1合 itに 対する報酬あるいは対価とtてイ:

われる
'場

合、ル)る し■1`|わ力t′:場 合は該当する部分について
'電

漱を求め |,オ tる
「

.セ があり 1'‐ .

・2()l('1リ セ|`つい (ll総 代会承認後のllt組 みである
「

とから活jJl期 間が短くなりまう1,こ のたy,、 標

11と し́ては 7り l末 卜!1での受け付lす のた■ろ、10り I水 1での受け付け分 1で を年度内の企rlllと t´ て受

`'f・

11夕 :〔 1́,

・ I′ 1、 2()1(ヽ 1=度 |=限 って活動費σ)支 :合 1こ つい
‐
Ci12,11以 liの llll樅 :こ ついてlL 10,(Ю O Fl、  l l141の開

fri、 1っ ぃ (111｀額の 5,OIЮ  Iり とし,kり ,

・ 支給され′‐コミ
「

うィ活lJJIFtlの 清算にル)た つ Cは実費清篠と t′ 、活llll承認とと1)に清算川の吉式を配4i

‐1る 1)′ )と t´ ますぃ

・登録 メンバーに欠itが生じ′‐場合は、コミュ‐サィは中しl11を ljつ てメンバーを補充するものとし

1‐ 1‐、、

1ヽ 1:記

・遷営ガイ ドは必要に よつて次年度以降改定できる()の とします.


